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奄
美
群
島
の
概
要
に
つ
い
て
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
九
州
本
土
の
南
に
点
在
す
る
ト
カ
ラ

列
島
と
沖
縄
諸
島
の
間
に
位
置
す
る
奄

美
群
島
に
は
、
今
般
、
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
奄
美
大
島
と
徳
之
島
に

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島は、
2021 年７月 26 日に世界自然遺産に登録され、
国内外から注目が集まっています。奄美大島や徳
之島では、台風や干ばつに強いさとうきびと肉用
牛や野菜などとの複合経営が盛んで、農業が島の
経済や雇用確保に大きな役割を果たしています。
今回は、奄美群島を所管する鹿児島県大島支庁の

印南 百合子支庁長に、農業振興の取り組
みや今後の展望について

伺いました。

奄美群島のサトウキビ畑

図 １　奄美群島の島々
（鹿児島県離島振興協議会HPより）

加
え
て
、
加か

計け

呂ろ

麻ま

島じ
ま

、
請う

け

島し
ま

、
与よ

路ろ

島し
ま

、
喜き

界か
い

島じ
ま

、
沖お

き

永の
え

良ら

部ぶ

島じ
ま

及
び
与よ

論ろ
ん

島じ
ま

の
８
つ
の
有
人
島
が
あ
り
ま
す
（
図

１
）。
こ
れ
ら
の
島
々
が
、
東
西
約

１
6
2
km
南
北
約
１
6
８
km
の
広
範
囲

に
連
な
り
、
豊
か
な
自
然
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
奄
美
大
島
と
徳
之
島
は
急
峻

な
山
稜
性
で
あ
る
一
方
、
喜
界
島
、
沖

永
良
部
島
及
び
与
論
島
は
主
に
サ
ン
ゴ

礁
が
発
達
し
た
低
平
な
段
丘
状
を
形
成

し
て
お
り
、
島
に
よ
り
地
形
が
異
な
り

ま
す
。
気
候
は
亜
熱
帯
・
海
洋
性
で
、

年
間
平
均
気
温
は
２０
℃
を
超
え
、
降
水

量
は
約
３
0
0
0
mm
と
、
四
季
を
通
じ

て
温
暖
多
雨
な
地
域
で
す
。

　
2
0
１
0
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
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と
、
奄
美
群
島
の
人
口
は
約
11
万
人
、

う
ち
就
業
者
数
は
約
５
万
人
で
す
。
産

業
別
の
就
業
人
口
割
合
は
、
第
１
次
産

業
が
15
％
と
国
の
平
均
約
4
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
ま
で
の

道
の
り
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
2
0
0
３
年
に
奄
美
群
島
が
世
界
自

然
遺
産
の
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
て

か
ら
、
今
回
登
録
さ
れ
る
ま
で
、
実
に

約
18
年
を
要
し
、
そ
の
道
の
り
は
平
坦

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
登

録
が
具
体
化
に
向
か
っ
た
の
は

2
0
１
7
年
に
政
府
が
世
界
遺
産
登
録

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
か
ら
で
す
が
、

2
0
１
８
年
５
月
に
は
、
国
際
自
然
保

護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
か
ら
「
記
載
延

期
」
の
勧
告
を
受
け
、
い
っ
た
ん
推
薦

が
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
0
１
9
年
2
月
に
再
推
薦
を
行
い
ま

し
た
が
、
2
0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
、
世
界
自
然
遺
産
委
員
会
の
開

催
が
１
年
延
期
。
よ
う
や
く
2
0
2
１

年
7
月
２6
日
、
奄
美
大
島
と
徳
之
島
の

生
物
多
様
性
が
世
界
の
宝
と
し
て
評
価

さ
れ
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

奄
美
群
島
の
農
業
の
特
徴
に

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
奄
美
群
島
の
農
業
は
、
さ
と
う
き
び

が
基
幹
作
物
で
あ
り
、
野
菜
、
果
樹
、

花
き
と
い
っ
た
園
芸
作
物
や
肉
用
牛
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
島
の
特
産
品
を
活

用
し
た
加
工
品
の
生
産
な
ど
、
農
業
の

高
付
加
価
値
化
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
１
）
さ
と
う
き
び

　
さ
と
う
き
び
の
栽
培
農
家
戸
数
は
全

農
家
戸
数
の
約
7
割
、
栽
培
面
積
も
全

耕
地
面
積
の
５
割
以
上
で
、産
出
額
は
、

奄
美
群
島
に
お
け
る
農
業
産
出
額
の
約

４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
2
）。

さ
ら
に
、
奄
美
群
島
内
に
は
製
糖
会
社

５
社
6
工
場
の
ほ
か
、
4２
の
黒
糖
工
場

が
あ
り
、
製
糖
、
運
搬
、
食
品
加
工
な

ど
の
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
と
う
き
び

の
生
産
は
地
域
経
済
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
肉
用
牛

　
近
年
、
台
風
や
干
ば
つ
に
対
す
る
防

災
営
農
（
注
１
）
や
さ
と
う
き
び
の
副

産
物
で
あ
る
梢
頭
部
（
糖
度
の
低
い
頂

上
の
部
分
）
な
ど
の
飼
料
利
用
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、肉
用
牛
の
繁
殖
経
営（
注

2
）
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

飼
料
を
自
給
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
や

繁
殖
雌
牛
の
増
頭
な
ど
が
進
め
ら
れ
、

2
0
１
9
年
の
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
約
2
万
１
0
0
0
頭
と
な
っ
て
い
ま

す
。
産
出
額
も
農
業
産
出
額
の
３
分
の

１
以
上
を
占
め
、
県
内
で
も
有
数
の
肉

用
牛
の
産
地
で
す
。

（
３
）
野
菜

　
野
菜
は
、
冬
の
温
暖
な
気
候
を
活
か

し
た
産
地
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
奄
美

群
島
に
お
け
る
農
業
産
出
額
の
約
2
割

を
占
め
る
重
要
な
品
目
で
す
。
野
菜
の

栽
培
面
積
・
産
出
額
と
も
に
約
８
割
を

占
め
る
の
が
ば
れ
い
し
ょ
で
、
徳
之
島

や
沖
永
良
部
島
を
中
心
に
生
産
さ
れ
、

県
の
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
さ
と
い

も
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他
（
果
樹
・
花
き
）

　
野
菜
以
外
の
園
芸
作
物
で
は
、
た
ん

か
ん
、マ
ン
ゴ
ー
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
な
ど
の
果
樹
栽
培
と
と
も
に
、

2
0
2
0
年
に
地
理
的
表
示
保
護
（
Ｇ

Ｉ
）
制
度
に
登
録
さ
れ
た
「
え
ら
ぶ
ゆ

り
」
を
は
じ
め
キ
ク
や
ソ
リ
ダ
ゴ
な
ど

の
花
き
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
は
、
農
業
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
か
。

　
農
畜
産
物
の
品
目
別
に
見
る
と
、
肉

用
子
牛
価
格
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
後
の
2
0
2
0
年
春
ご

ろ
に
落
ち
込
ん
で
か
ら
、
約
半
年
を
か

図 ２　主要作物の栽培面積と農業産出額の割合（２０１８ 年度）

資料：鹿児島県「令和 ２年度奄美群島の概況」を基にalic 作成
　注：四捨五入の関係で計は 100％とならない場合がある。
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と
、
奄
美
群
島
の
人
口
は
約
11
万
人
、

う
ち
就
業
者
数
は
約
５
万
人
で
す
。
産

業
別
の
就
業
人
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合
は
、
第
１
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が
15
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と
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の
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4
％
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上
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、
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選
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、
今
回
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、
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、
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の
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に
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世
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書
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コ
世
界
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ン
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に
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で
す
が
、

2
0
１
８
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５
月
に
は
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然
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（
Ｉ
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Ｎ
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「
記
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延

期
」
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勧
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、
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薦
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取
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ま
し
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そ
の
後
、

2
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9
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ま
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年
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よ
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2
１
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7
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、
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の

生
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様
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世
界
の
宝
と
し
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さ
れ
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ま
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ご

ろ
に
落
ち
込
ん
で
か
ら
、
約
半
年
を
か

図 ２　主要作物の栽培面積と農業産出額の割合（２０１８ 年度）

資料：鹿児島県「令和 ２年度奄美群島の概況」を基にalic 作成
　注：四捨五入の関係で計は 100％とならない場合がある。

さとうきび
53.9%

飼料作物
19.9%

野菜
19.7%

果樹
3.9%

花き
1.2%

その他
1.2%

栽培面積 農業産出額

肉用牛
36.6%

さとうきび
24.6%

野菜
21.8%

花き
10.2%

果樹
4.3%

その他
2.5%

（注１） 台風などの災害による農作物の被害を防ぐ施設の利用などを行う農業。
（注２） 肉用牛経営には、大きく分けて、母牛（繁殖雌牛）に子牛を生ませて約9カ月齢で販売する「繁殖経営」と子牛を

購入して育てて販売する「肥育経営」があります。
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拡
大
す
る
と
と
も
に
、
植
付
け
作
業
の

機
械
化
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
安
定
生

産
体
制
の
構
築
と
そ
の
維
持
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
肉
用
牛

　
飼
養
頭
数
の
増
加
で
経
営
規
模
の
拡

大
が
進
む
一
方
で
、
地
域
の
労
働
力
が

限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
作
業
負

荷
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
規
模

経
営
に
つ
い
て
は
、
分
娩
監
視
シ
ス
テ

ム
や
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
を
推
進
し
、

収
益
向
上
や
競
争
力
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

（
３
）
野
菜

　
野
菜
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
拡
大
と

と
も
に
台
風
や
干
ば
つ
な
ど
自
然
災
害

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
た
営
農
に
よ

る
生
産
の
安
定
が
課
題
で
す
。
特
に
、

ば
れ
い
し
ょ
は
、
県
内
外
の
産
地
と
の

リ
レ
ー
出
荷
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
定
時
・
定
量
・
定
質
化
」

の
産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
、
大
消
費
地
で
の
認
知
度
向
上
や
有

利
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
の
事
業
も
活
用
し
、
畑
地
か
ん
が
い

（左上から時計回りに）奄美群島で生産される肉用牛・ばれい
しょ・えらぶゆり・マンゴー
提供：JA鹿児島経済連（右上）

け
て
、
感
染
拡
大
前
の
水
準
ま
で
価
格

を
戻
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
花
き
は
、

主
要
品
目
の
ユ
リ
や
キ
ク
な
ど
が
コ
ロ

ナ
禍
の
冠
婚
葬
祭
需
要
の
減
少
な
ど
に

よ
り
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
た

め
、
輸
出
な
ど
新
た
な
仕
向
け
先
を
開

拓
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
他
方
、
さ
と
う
き
び
や
砂
糖
は
、
価

格
調
整
制
度
の
仕
組
み
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
た
生
産
・

流
通
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
協
同
組
合
（
注
３
）
が
設
立
さ
れ
、

農
業
法
人
を
含
む
6
業
種
８
事
業
者
の

組
合
員
の
労
働
需
要
に
応
じ
て
職
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
例
は
、
農

業
を
含
む
地
域
の
担
い
手
確
保
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

品
目
別
の
農
業
振
興
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
１
）
さ
と
う
き
び

　
近
年
、
生
産
者
の
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
適
期
の
栽
培
管
理
が
行
き
届
か
な

い
こ
と
が
単
収
の
伸
び
悩
み
に
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
農
作
業
の
受
委
託

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
徳
之
島
で
は
、
令
和
2
年
に

島
内
の
３
町
、
農
協
お
よ
び
製
糖
会
社

な
ど
で
組
織
す
る
生
産
対
策
本
部
が
母

体
と
な
り
、「
徳
之
島
さ
と
う
き
び
農

作
業
受
委
託
調
整
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立

さ
れ
、
農
作
業
受
委
託
の
調
整
や
圃
場

管
理
業
務
に
位
置
情
報
と
連
動
し
た
圃

場
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
奄
美
市
や
喜
界
町
で
は
、

収
穫
や
株
出
し
管
理
、
新
植
な
ど
の
作

業
が
重
な
る
３
～
４
月
の
労
力
を
分
散

す
る
た
め
、
夏
植
え
体
系
（
注
４
）
を

農
業
の
担
い
手
の
育
成
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
奄
美
群
島
の
認
定
農
業
者
数

は
約
１
0
0
0
人
で
、
新
規
就
農
者
数

が
毎
年
約
4０
人
程
度
で
す
が
、
生
産
者

の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
町

村
や
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
就
農
後
の
サ
ポ
ー
ト
や
農
地
集
積

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
沖
永
良
部
島
で
は
、
今
年
３

月
に
県
内
初
と
な
る
特
定
地
域
づ
く
り

　砂糖の原料となるてん菜とさとうきびは、それぞれ
北海道、沖縄県及び鹿児島県南西諸島における基幹作
物として地域経済の重要な役割を担っています。一方、
国内産糖と輸入糖には大幅な内外価格差が存在しま
す。この解消を図るため、価格の安い輸入糖などから
調整金を徴収し、それを財源として、さとうきびの生
産者やてん菜糖、甘しゃ糖の国内産糖製造事業者に支
援を行う砂糖の価格調整制度が設けられています。
　詳しくは（動画）日本の砂糖制度をご覧ください。

砂糖の価格調整制度

（注３） 地域人口の急減に直面している地域において、農林水産業、商工業などの地域産業の担い手を確保するための特定地域づくり事
業（マルチワーカー（季節毎の労働需要等に応じて複数の事業者の事業に従事）に係る労働者派遣事業など）を行う事業協同組合。

（注4）さとうのきびの栽培型の一つで、苗を8月から9月に植付け、翌年の12月から翌々年の3月に収穫する。
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や
防
風
対
策
施
設
の
整
備
、
輸
送
コ
ス

ト
の
一
部
助
成
な
ど
行
い
、
地
理
的
条

件
の
不
利
性
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
の
奄
美
群
島
に
お
け
る

農
業
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
し

て
、
自
然
環
境
の
保
全
や
野
生
生
物
の

保
護
を
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
奄

美
大
島
や
徳
之
島
に
生
息
す
る
国
の
特

別
天
然
記
念
物
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

は
増
加
し
、
生
息
域
も
拡
大
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
に
よ
る
タ
ン
カ
ン
苗
木
の
食
害
な
ど

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
イ
ノ
シ

シ
用
の
柵
で
は
侵
入
を
防
げ
な
い
た

め
、
国
や
鹿
児
島
大
学
、
市
町
村
、
生

産
者
と
連
携
し
て
対
策
の
実
証
実
験
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
興
味
深
い
取
り
組
み
と

し
て
、
徳
之
島
町
で
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
の
生
態
を
学
び
な
が
ら
、
タ

ン
カ
ン
の
幼
木
に
食
害
防
護
柵
を
設
置

す
る
な
ど
の
農
業
を
体
験
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
野
生
生
物
と
農
業
の
共

生
を
目
指
し
た
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
や
開
発
行
為
に
伴

う
河
川
や
海
域
へ
の
赤
土
流
出
を
防
ぐ

対
策
や
、
家
畜
排
せ
つ
物
と
さ
と
う
き

び
の
搾
り
か
す
な
ど
を
た
い
肥
化
し
て

圃
場
に
還
元
す
る
耕
畜
連
携
な
ど
に
よ

る
環
境
負
荷
軽
減
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
関
係
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
然
災
害
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
農
畜
産
物
や
資
材
の
輸
送

コ
ス
ト
が
か
か
る
と
と
も
に
、
大
規
模

術
の
導
入
や
コ
ス
ト
削
減
の
み
な
ら

ず
、
端
境
期
の
野
菜
出
荷
や
市
場
の
需

要
の
変
化
に
敏
感
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登

録
が
、
奄
美
群
島
の
農
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
や
価
値
を
高
め
る
追
い
風
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島
の
農

畜
産
物
に
は
非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
度
が
ま
だ
ま

だ
低
い
の
で
、
こ
の
好
機
に
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に

奄
美
群
島
を
P
R
さ
れ
て
い

く
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
奄
美
群
島
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
魅

力
あ
る
文
化
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
な

ど
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
農

業
も
そ
の
一
つ
で
す
。
奄
美
群
島
の
多

面
的
な
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
に
波
及
で
き
る
よ
う
P‌

R
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
奄
美
群
島
全
島
を
結
ぶ
「
世

界
自
然
遺
産‌

奄
美
ト
レ
イ
ル
」（
長
距

離
の
自
然
歩
道
）
を
設
定
す
る
な
ど
、

奄
美
な
ら
で
は
の
自
然
と
文
化
に
触
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
観
光
で

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
奄
美
群
島
の
魅
力

に
触
れ
、
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

世界自然遺産 奄美トレイル（鹿児島県庁 HPより）

アマミノクロウサギ（上）とタン
カン（下）
提供：環境省奄美野生生物保
護センター（上）

印
いん

南
なん

　百合子氏

※‌本インタビューは、新型コロナウイルス感染防止のた
め、オンラインで令和 3年 9月 6日に実施しました。

化
が
難
し
い
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
地
理
的
不
利
性
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
困

難
は
、
国
や
県
・
市
町
村
の

施
策
や
農
業
関
係
者
・
生
産

者
の
努
力
に
よ
っ
て
克
服
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
は
積
極
的
な
新
し
い
技
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や
防
風
対
策
施
設
の
整
備
、
輸
送
コ
ス

ト
の
一
部
助
成
な
ど
行
い
、
地
理
的
条

件
の
不
利
性
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
の
奄
美
群
島
に
お
け
る

農
業
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
し

て
、
自
然
環
境
の
保
全
や
野
生
生
物
の

保
護
を
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
奄

美
大
島
や
徳
之
島
に
生
息
す
る
国
の
特

別
天
然
記
念
物
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

は
増
加
し
、
生
息
域
も
拡
大
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
に
よ
る
タ
ン
カ
ン
苗
木
の
食
害
な
ど

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
イ
ノ
シ

シ
用
の
柵
で
は
侵
入
を
防
げ
な
い
た

め
、
国
や
鹿
児
島
大
学
、
市
町
村
、
生

産
者
と
連
携
し
て
対
策
の
実
証
実
験
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
興
味
深
い
取
り
組
み
と

し
て
、
徳
之
島
町
で
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
の
生
態
を
学
び
な
が
ら
、
タ

ン
カ
ン
の
幼
木
に
食
害
防
護
柵
を
設
置

す
る
な
ど
の
農
業
を
体
験
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
野
生
生
物
と
農
業
の
共

生
を
目
指
し
た
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
や
開
発
行
為
に
伴

う
河
川
や
海
域
へ
の
赤
土
流
出
を
防
ぐ

対
策
や
、
家
畜
排
せ
つ
物
と
さ
と
う
き

び
の
搾
り
か
す
な
ど
を
た
い
肥
化
し
て

圃
場
に
還
元
す
る
耕
畜
連
携
な
ど
に
よ

る
環
境
負
荷
軽
減
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
関
係
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
然
災
害
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
農
畜
産
物
や
資
材
の
輸
送

コ
ス
ト
が
か
か
る
と
と
も
に
、
大
規
模

術
の
導
入
や
コ
ス
ト
削
減
の
み
な
ら

ず
、
端
境
期
の
野
菜
出
荷
や
市
場
の
需

要
の
変
化
に
敏
感
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登

録
が
、
奄
美
群
島
の
農
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
や
価
値
を
高
め
る
追
い
風
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
奄
美
群
島
の
農

畜
産
物
に
は
非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
度
が
ま
だ
ま

だ
低
い
の
で
、
こ
の
好
機
に
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に

奄
美
群
島
を
P
R
さ
れ
て
い

く
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
奄
美
群
島
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
魅

力
あ
る
文
化
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
な

ど
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
農

業
も
そ
の
一
つ
で
す
。
奄
美
群
島
の
多

面
的
な
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
に
波
及
で
き
る
よ
う
P‌

R
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
奄
美
群
島
全
島
を
結
ぶ
「
世

界
自
然
遺
産‌

奄
美
ト
レ
イ
ル
」（
長
距

離
の
自
然
歩
道
）
を
設
定
す
る
な
ど
、

奄
美
な
ら
で
は
の
自
然
と
文
化
に
触
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
観
光
で

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
奄
美
群
島
の
魅
力

に
触
れ
、
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

世界自然遺産 奄美トレイル（鹿児島県庁 HPより）

アマミノクロウサギ（上）とタン
カン（下）
提供：環境省奄美野生生物保
護センター（上）

印
いん

南
なん

　百合子氏

※‌本インタビューは、新型コロナウイルス感染防止のた
め、オンラインで令和 3年 9月 6日に実施しました。

化
が
難
し
い
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
地
理
的
不
利
性
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
困

難
は
、
国
や
県
・
市
町
村
の

施
策
や
農
業
関
係
者
・
生
産

者
の
努
力
に
よ
っ
て
克
服
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
は
積
極
的
な
新
し
い
技
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最
新
の
「
日
本
食
品
標
準
成
分
表

2
0
2
0
年
版
」
に
は
、
1
7
8
種
類

の
野
菜
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
る

栄
養
成
分
含
有
量
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
調
理
方

法
や
季
節
に
よ
る
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄

養
価
の
変
化
で
す
。

　
例
え
ば
、
ほ
う
れ
ん
草
は
、
茹ゆ

で
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
葉
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
C

の
よ
う
な
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
損

失
が
大
き
い
一
方
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
つ

い
て
は
損
失
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
表
1
）。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
C

に
つ
い
て
は
、
旬
に
当
た
る
冬
採
り
が

通
年
平
均
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
源
と

し
て
、
野
菜
は
健
康
増
進
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
（
表
2
）。
ま
た
、
野
菜
の
魅
力

は
栄
養
成
分
だ
け
で
な
く
、
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
色
や
香
り
成

分
が
豊
富
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
非
栄

養
性
物
質
は
、
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と

呼
ば
れ
、
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
人
の
1
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
は
、
平
均
値
2
8
0
・
5

ｇ
と
こ
の
10
年
間
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
年
齢
階
級
別
に
見
る
と
、
特
に

若
年
層
の
野
菜
摂
取
量
が
少
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
図
1
）。
健
康
づ
く
り

の
指
標
で
あ
る
「
健
康
日
本
21
」
で
は
、

野
菜
を
3
5
0
ｇ
摂
取
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
年
代
で
野
菜

　
令
和
３
年
8
月
31
日
（
や
さ
い
の
日
）
に
「
国
際
果
実
野
菜
年
2
0
2
1
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
の
一
環
と
し
て
、
女
子
栄
養
大
学 

教
授 

上
西 

一
弘 

氏
お
よ
び
武
庫
川
女
子
大
学 

教
授 

松
井 

徳
光 

氏

に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
果
実
野
菜
年
２
０
２
１
」

～
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
野
菜
消
費
と
健
康
～

摂
取
量
を
1
0
0
ｇ
増
や
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
野
菜
が
持
つ
栄
養
素
と
健
康
に

つ
い
て
」

女
子
栄
養
大
学
　教
授
　上
西
　一
弘 

氏

表１　「ほうれん草」の主な栄養素量
重量
変化率 葉酸 VA VK VC K Ca Mg

（％） µg µgRAE µg mg mg mg mg
葉　通年平均　生 210 350 270 35 690 49 69
葉　通年平均　ゆで 70 77 315 224 13 343 48 28
葉　通年平均　油いため 58 81 365 296 12 307 51 30
葉　夏採り　生 210 350 270 20 690 49 69
葉　夏採り　ゆで 70 77 315 224 7 343 48 28
葉　冬採り　生 210 350 270 60 690 49 69
葉　冬採り　ゆで 70 77 315 224 21 343 48 28
葉　冷凍 120 440 300 19 210 100 51
葉　冷凍　ゆで 66 38 475 317 3 59 112 36
葉　冷凍　油いため 80 120 480 296 13 192 104 49
資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版」
注：�生、冷凍は可食部 100g あたり、ゆで、油いためは重量変化率で補正した値で生重量 100g あ

たりの数値。（日本食品標準成分表 2020 年版より改変引用）

表２　ビタミン・ミネラルなどを多く含む野菜
最も多く登場しているのは「モロヘイヤ」で、スーパー野菜と言えます。
栄養素 多く含む野菜（１食分で検討）

ビタミンB2 モロヘイヤ、豆苗
ビタミンB6 赤ピーマン、ししとうがらし、ニンニク

葉酸 菜の花、モロヘイヤ、芽キャベツ、ブロッコリー、ほうれん草、
アスパラガス、枝豆、あさつき

パントテン酸 モロヘイヤ、カリフラワー

ビタミンC 赤ピーマン、芽キャベツ、黄ピーマン、ブロッコリー、菜の花、
カリフラワー、かぶの葉、ゴーヤ

ビタミンA にんじん、モロヘイヤ、西洋かぼちゃ、あしたば、ほうれん草、
春菊、空心菜、豆苗、大根の葉

ビタミンE モロヘイヤ、西洋かぼちゃ、赤ピーマン、菜の花

ビタミンK モロヘイヤ、あしたば、つるむらさき、小松菜、ほうれん草、
豆苗、おかひじき、春菊、キャベツ

カリウム ほうれん草、春菊
カルシウム モロヘイヤ、小松菜、大根の葉、水菜、青梗菜、切り干し大根
マグネシウム ほうれん草、つるむらさき
鉄 小松菜、菜の花
食物繊維 モロヘイヤ、芽キャベツ、ごぼう、ブロッコリー、菜の花、オクラ
資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版」
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図１　野菜の摂取状況

資料：厚生労働省「令和元年国民健康・栄養調査結果」

　上西教授ご講演内容の詳細は、【特集】国際果実野菜年 2021 ～野菜プラス一皿で健康な生活を～　
野菜情報 2021 年8月号「野菜が持つ栄養素と健康について」をご覧ください。
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抗酸化作用が期待できる成分と食品
カロテン 人参、ほうれん草、ピーマン、かぼちゃなど

ビタミンＣ 赤・黄ピーマン、ブロッコリー、キウイフルーツなど

ビタミンＥ うなぎ、モロヘイヤ、 かぼちゃ、アーモンドなど

カテキン 煎茶、番茶、りんご、ブラックベリー、そら豆など

ポリフェノール 赤ワイン、赤しそ、たまねぎなど

リコピン トマト、金時人参、スイカ、柿、あんずなど

グルタチオン 牛レバー、ほうれん草、キャベツなど

セサミン ゴマなど 野菜には、機能成分である

多種多様な抗酸化物質
が含まれている！

アントシアニン ケルセチン

表3　抗酸化作用が期待できる成分と食品
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高
血
圧
や
認
知
症
と
い
っ
た
病
的
老
化

は
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
食
品
の
摂
取
で

予
防
で
き
、
抗
酸
化
作
用
が
期
待
で
き

る
食
品
と
し
て
多
く
の
野
菜
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
（
表
3
）。

　
野
菜
の
食
べ
方
で
お
す
す
め
し
た
い

の
が
漬
物
、
な
か
で
も
ぬ
か
漬
け
と
キ

ム
チ
で
す
。
野
菜
に
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン

は
加
熱
に
弱
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
ぬ
か
漬
け
は
熱
を
加
え
ず
微
生
物

の
発
酵
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
ビ
タ
ミ

ン
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。キ
ム
チ
は
、

野
菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
が
生
き
た

乳
酸
菌
の
増
殖
を
促
進
さ
せ
、
整
腸
作

用
や
便
秘
予
防
、
大
腸
が
ん
予
防
が
期

待
で
き
ま
す
。
免
疫
力
を
高
め
、
感
染

症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
良
い
腸
内
細

菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
野
菜
不
足
が
続
く
と
、
①
腸
内
環
境

が
悪
化
す
る
、
②
肌
が
荒
れ
や
す
く
な

る
、
③
疲
れ
や
す
く
な
る
、
④
免
疫
力

が
低
下
す
る
、⑤
生
活
習
慣
病
に
な
る
、

と
い
っ
た
健
康
面
で
の
悪
影
響
が
あ
り

ま
す
（
図
2
）。
日
本
は
世
界
一
の
長

寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
日

本
人
は
野
菜
不
足
で
、
特
に
若
年
層
の

摂
取
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の

短
寿
命
化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
野
菜
を
摂
取
す
れ
ば
、
多
く
の
栄
養

素
や
機
能
性
成
分
を
吸
収
で
き
、
健
康

的
な
体
が
維
持
さ
れ
、
疾
病
を
予
防
で

き
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
（
図
3
）。
健
康
長
寿
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
も
っ
と
野
菜
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
、
日
本
は
長
寿
国
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代

ま
で
の
日
本
人
の
食
事
内
容
と
平
均
身

長
お
よ
び
寿
命
と
の
関
連
性
を
み
て
み

る
と
、
特
に
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
不

足
し
て
い
た
江
戸
時
代
は
、
身
長
も
低

く
、寿
命
が
短
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
野
菜
や
穀
類
だ
け
で
な
く
肉
や

魚
な
ど
、
多
く
の
種
類
の
食
物
を
摂
取

し
様
々
な
栄
養
素
を
吸
収
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

し
た
体
格
と
知
力
、
気
力
を
伴
っ
た
健

康
長
寿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
体
と
は
消
化
系
、
分
泌
系
、

免
疫
系
、
神
経
系
、
循
環
系
が
す
べ
て

正
常
に
作
動
し
維
持
し
て
い
る
状
態
の

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
体
を
作
る
た

め
に
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質（
三

大
栄
養
素
）
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル

を
加
え
た
五
大
栄
養
素
だ
け
で
な
く
、

食
物
繊
維
や
機
能
性
成
分
も
過
不
足
な

く
摂
取
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
老
化
も
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
誰

も
が
避
け
ら
れ
な
い
の
が
白
髪
や
シ

ミ
、老
眼
な
ど
の
生
理
的
老
化
で
す
が
、

「
野
菜
摂
取
量
の
改
善
が
日
本
人

の
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
！
」

武
庫
川
女
子
大
学

　教
授

　松
井

　徳
光 

氏

　松井教授は、野菜情報「国際果実野菜年2021特集コーナー～四季の野菜と健康～」 にて
連載されています。

図2　野菜不足による影響

図3　野菜を多く食べるメリット　
業
務
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
や
、

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
様
々
な
情
報
を
広

く
国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
的
発
信
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て「
a
l
i
c

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
資
料
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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最
新
の
「
日
本
食
品
標
準
成
分
表

2
0
2
0
年
版
」
に
は
、
1
7
8
種
類

の
野
菜
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
る

栄
養
成
分
含
有
量
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
調
理
方

法
や
季
節
に
よ
る
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄

養
価
の
変
化
で
す
。

　
例
え
ば
、
ほ
う
れ
ん
草
は
、
茹ゆ

で
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
葉
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
C

の
よ
う
な
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
損

失
が
大
き
い
一
方
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
つ

い
て
は
損
失
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
表
1
）。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
C

に
つ
い
て
は
、
旬
に
当
た
る
冬
採
り
が

通
年
平
均
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
源
と

し
て
、
野
菜
は
健
康
増
進
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
（
表
2
）。
ま
た
、
野
菜
の
魅
力

は
栄
養
成
分
だ
け
で
な
く
、
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
色
や
香
り
成

分
が
豊
富
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
非
栄

養
性
物
質
は
、
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と

呼
ば
れ
、
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
人
の
1
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
は
、
平
均
値
2
8
0
・
5

ｇ
と
こ
の
10
年
間
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
年
齢
階
級
別
に
見
る
と
、
特
に

若
年
層
の
野
菜
摂
取
量
が
少
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
図
1
）。
健
康
づ
く
り

の
指
標
で
あ
る
「
健
康
日
本
21
」
で
は
、

野
菜
を
3
5
0
ｇ
摂
取
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
年
代
で
野
菜

　
令
和
３
年
8
月
31
日
（
や
さ
い
の
日
）
に
「
国
際
果
実
野
菜
年
2
0
2
1
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
の
一
環
と
し
て
、
女
子
栄
養
大
学 

教
授 

上
西 

一
弘 

氏
お
よ
び
武
庫
川
女
子
大
学 

教
授 

松
井 

徳
光 

氏

に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
果
実
野
菜
年
２
０
２
１
」

～
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
野
菜
消
費
と
健
康
～

摂
取
量
を
1
0
0
ｇ
増
や
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
野
菜
が
持
つ
栄
養
素
と
健
康
に

つ
い
て
」

女
子
栄
養
大
学
　教
授
　上
西

　一
弘 

氏

表１　「ほうれん草」の主な栄養素量
重量
変化率 葉酸 VA VK VC K Ca Mg

（％） µg µgRAE µg mg mg mg mg
葉　通年平均　生 210 350 270 35 690 49 69
葉　通年平均　ゆで 70 77 315 224 13 343 48 28
葉　通年平均　油いため 58 81 365 296 12 307 51 30
葉　夏採り　生 210 350 270 20 690 49 69
葉　夏採り　ゆで 70 77 315 224 7 343 48 28
葉　冬採り　生 210 350 270 60 690 49 69
葉　冬採り　ゆで 70 77 315 224 21 343 48 28
葉　冷凍 120 440 300 19 210 100 51
葉　冷凍　ゆで 66 38 475 317 3 59 112 36
葉　冷凍　油いため 80 120 480 296 13 192 104 49
資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版」
注：�生、冷凍は可食部 100g あたり、ゆで、油いためは重量変化率で補正した値で生重量 100g あ

たりの数値。（日本食品標準成分表 2020 年版より改変引用）

表２　ビタミン・ミネラルなどを多く含む野菜
最も多く登場しているのは「モロヘイヤ」で、スーパー野菜と言えます。
栄養素 多く含む野菜（１食分で検討）

ビタミンB2 モロヘイヤ、豆苗
ビタミンB6 赤ピーマン、ししとうがらし、ニンニク

葉酸 菜の花、モロヘイヤ、芽キャベツ、ブロッコリー、ほうれん草、
アスパラガス、枝豆、あさつき

パントテン酸 モロヘイヤ、カリフラワー

ビタミンC 赤ピーマン、芽キャベツ、黄ピーマン、ブロッコリー、菜の花、
カリフラワー、かぶの葉、ゴーヤ

ビタミンA にんじん、モロヘイヤ、西洋かぼちゃ、あしたば、ほうれん草、
春菊、空心菜、豆苗、大根の葉

ビタミンE モロヘイヤ、西洋かぼちゃ、赤ピーマン、菜の花

ビタミンK モロヘイヤ、あしたば、つるむらさき、小松菜、ほうれん草、
豆苗、おかひじき、春菊、キャベツ

カリウム ほうれん草、春菊
カルシウム モロヘイヤ、小松菜、大根の葉、水菜、青梗菜、切り干し大根
マグネシウム ほうれん草、つるむらさき
鉄 小松菜、菜の花
食物繊維 モロヘイヤ、芽キャベツ、ごぼう、ブロッコリー、菜の花、オクラ
資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版」
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図１　野菜の摂取状況

資料：厚生労働省「令和元年国民健康・栄養調査結果」

　上西教授ご講演内容の詳細は、【特集】国際果実野菜年 2021 ～野菜プラス一皿で健康な生活を～　
野菜情報 2021 年8月号「野菜が持つ栄養素と健康について」をご覧ください。
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抗酸化作用が期待できる成分と食品
カロテン 人参、ほうれん草、ピーマン、かぼちゃなど

ビタミンＣ 赤・黄ピーマン、ブロッコリー、キウイフルーツなど

ビタミンＥ うなぎ、モロヘイヤ、 かぼちゃ、アーモンドなど

カテキン 煎茶、番茶、りんご、ブラックベリー、そら豆など

ポリフェノール 赤ワイン、赤しそ、たまねぎなど

リコピン トマト、金時人参、スイカ、柿、あんずなど

グルタチオン 牛レバー、ほうれん草、キャベツなど

セサミン ゴマなど 野菜には、機能成分である

多種多様な抗酸化物質
が含まれている！

アントシアニン ケルセチン

表3　抗酸化作用が期待できる成分と食品
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高
血
圧
や
認
知
症
と
い
っ
た
病
的
老
化

は
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
食
品
の
摂
取
で

予
防
で
き
、
抗
酸
化
作
用
が
期
待
で
き

る
食
品
と
し
て
多
く
の
野
菜
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
（
表
3
）。

　
野
菜
の
食
べ
方
で
お
す
す
め
し
た
い

の
が
漬
物
、
な
か
で
も
ぬ
か
漬
け
と
キ

ム
チ
で
す
。
野
菜
に
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン

は
加
熱
に
弱
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
ぬ
か
漬
け
は
熱
を
加
え
ず
微
生
物

の
発
酵
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
ビ
タ
ミ

ン
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。キ
ム
チ
は
、

野
菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
が
生
き
た

乳
酸
菌
の
増
殖
を
促
進
さ
せ
、
整
腸
作

用
や
便
秘
予
防
、
大
腸
が
ん
予
防
が
期

待
で
き
ま
す
。
免
疫
力
を
高
め
、
感
染

症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
良
い
腸
内
細

菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
野
菜
不
足
が
続
く
と
、
①
腸
内
環
境

が
悪
化
す
る
、
②
肌
が
荒
れ
や
す
く
な

る
、
③
疲
れ
や
す
く
な
る
、
④
免
疫
力

が
低
下
す
る
、⑤
生
活
習
慣
病
に
な
る
、

と
い
っ
た
健
康
面
で
の
悪
影
響
が
あ
り

ま
す
（
図
2
）。
日
本
は
世
界
一
の
長

寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
日

本
人
は
野
菜
不
足
で
、
特
に
若
年
層
の

摂
取
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の

短
寿
命
化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
野
菜
を
摂
取
す
れ
ば
、
多
く
の
栄
養

素
や
機
能
性
成
分
を
吸
収
で
き
、
健
康

的
な
体
が
維
持
さ
れ
、
疾
病
を
予
防
で

き
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
（
図
3
）。
健
康
長
寿
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
も
っ
と
野
菜
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
、
日
本
は
長
寿
国
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代

ま
で
の
日
本
人
の
食
事
内
容
と
平
均
身

長
お
よ
び
寿
命
と
の
関
連
性
を
み
て
み

る
と
、
特
に
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
不

足
し
て
い
た
江
戸
時
代
は
、
身
長
も
低

く
、寿
命
が
短
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
野
菜
や
穀
類
だ
け
で
な
く
肉
や

魚
な
ど
、
多
く
の
種
類
の
食
物
を
摂
取

し
様
々
な
栄
養
素
を
吸
収
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

し
た
体
格
と
知
力
、
気
力
を
伴
っ
た
健

康
長
寿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
体
と
は
消
化
系
、
分
泌
系
、

免
疫
系
、
神
経
系
、
循
環
系
が
す
べ
て

正
常
に
作
動
し
維
持
し
て
い
る
状
態
の

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
体
を
作
る
た

め
に
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質（
三

大
栄
養
素
）
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル

を
加
え
た
五
大
栄
養
素
だ
け
で
な
く
、

食
物
繊
維
や
機
能
性
成
分
も
過
不
足
な

く
摂
取
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
老
化
も
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
誰

も
が
避
け
ら
れ
な
い
の
が
白
髪
や
シ

ミ
、老
眼
な
ど
の
生
理
的
老
化
で
す
が
、

「
野
菜
摂
取
量
の
改
善
が
日
本
人

の
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
！
」

武
庫
川
女
子
大
学
　教
授
　松
井
　徳
光 

氏

　松井教授は、野菜情報「国際果実野菜年2021特集コーナー～四季の野菜と健康～」 にて
連載されています。

図2　野菜不足による影響

図3　野菜を多く食べるメリット　
業
務
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
や
、

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
様
々
な
情
報
を
広

く
国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
的
発
信
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て「
a
l
i
c

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
資
料
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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９
月
１４
日
（
火
）、
豪
州
食
肉
家
畜

生
産
者
事
業
団
（
以
下
「
Ｍ
Ｌ
Ａ
」
と

い
う
）
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
牛
肉
の
需
給
動
向
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、
１
９

８
７
年
か
ら
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－

１９
）の
拡
大
を
受

け
て
開
催
を
見
合
わ
せ
た
も
の
の
、
２７

豪
州
食
肉
家
畜
生
産
者
事
業
団（
Ｍ
Ｌ
Ａ
）と
の

定
期
情
報
交
換
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

シドニーと東京をオンラインで結んだＷｅｂ会議を開催しました。
（ジェイソン・ストロング代表取締役社長は、最下列中央）

豪州食肉家畜生産者事業団（ＭＬＡ：Meat & Livestock Australia）
　１９９８ 年に生産者の出資により設立（前身は豪州食肉畜産公社）。主な活動は、国内外におけるオーストラリア産牛肉および羊肉（生体を含む）の販売
促進、研究・開発など。日本でも、「オージービーフ」の名称で、外食産業や小売店での販売促進、展示会やセミナーなどの活動を積極的に展開している。

・�2021 年上期は降雨に恵まれ、下期もこの状況は継続する見込み。また、新型コロナウイルス
感染症のワクチン接種拡大などを背景に、今後、各国のＧＤＰの回復が見込まれ、豪ドルの対
米ドル為替レートも本年 1月をピークに安値傾向にあるなど、海外市場におけるオーストラリ
ア産牛肉の競争力が高まる環境にある。
・�近年は干ばつにより飼養頭数が減少していたが、現在は安定的な気候を背景に牛群再構築が進
み、2023 年においては、①牛飼養頭数が 2010 年以降で ４番目の水準となる 2,80４ 万頭（2021
年比 8�%増）に増加し、②牛肉生産量は、穀物肥育牛の増頭（注：直近では肥育牛全体の
４7%）や遺伝的改良の進展による枝肉重量の増加などを背景に、2018 年の水準を上回る 232
万トン（同 18%増）まで回復するものと見込む。こうした結果、③牛肉輸出量は枝肉換算で
173 万トン（同 26%増）と見込んでいる。
・�牛肉輸出について、従来から最大の輸出先である日本は、外的要因を受けにくい安定的な市場
であり、今後も販売促進などを通じて長期的な成長機会の最大化を図っていく。また、中国は、
国内生産を上回る急速な需要の増加から、巨大市場となっているが、近年は輸入先が多様化し、
オーストラリア産のシェアも一時的に低下しているため、今後とも障壁の除去や他国産との差
別化など必要な対応をとっていく。
・�オーストラリア産牛肉は世界的に品質や風味、使い勝手のよさなどから高い信頼と支持を得て
いるが、リスクと機会のバランスを取るために今後も輸出市場の多角化を推し進める。

MLAからの主な説明内容

回
目
の
今
回
は
初
め
て
の
ｗ

ｅ
ｂ
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ス
ト
ロ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長
と

a
l
i
c
の
佐
藤
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
双
方
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
牛
肉
需
給
を
め

ぐ
る
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
説

明
の
う
え
、
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
今
回
も
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ｌ
Ａ
か
ら
の
説
明
内
容

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
会
議
の
最
後
に
は
、
Ｍ
Ｌ

Ａ
と
a
l
i
c
と
の
間
で
、

引
き
続
き
交
流
を
重
ね
て
い

く
こ
と
と
し
、
改
め
て
友
好

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
次

回
は
来
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
開
催
予
定
で
す
。

（
調
査
情
報
部
）

alic
から
alic
から
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草
食
動
物
の
中
で
も
牛
、
羊
、
ヤ
ギ

は
反
す
う
動
物（
注
）と
呼
ば
れ
て
お

り
、４
つ
の
胃
を
持
つ
の
が
特
徴
で
す
。

牛
の
場
合
、
４
つ
の
胃
の
重
さ
は
体
重

の
１５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
牛

の
４
つ
の
胃
に
つ
い
て
、
働
き
や
特
徴

を
解
説
し
ま
す
。

（
注
）�

食
物
繊
維
の
消
化
を
助
け
る
た
め
に
、

胃
の
中
の
も
の
を
再
び
口
に
戻
し
て

ゆ
っ
く
り
か
み
砕
き
、
ま
た
飲
み
込

む
「
反
す
う
」
を
行
う
動
物
。

１
　
第
１
胃
「
ル
ー
メ
ン
」（
ミ
ノ
）

　
４
つ
の
胃
の
中
で
最
も
大
き
く
、
成

牛
で
は
胃
全
体
の
８０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
食
道
と
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
第

１
胃
の
中
に
は
多
数
の
微
生
物
が
共
生

し
て
お
り
、
そ
の
微
生
物
の
作
用
に

よ
っ
て
飼
料
の
繊
維
を
栄
養
と
し
て
吸

収
で
き
る
形
に
分
解
し
ま
す
。

２
　
第
２
胃
「
蜂は

ち

巣の
す

胃
」（
ハ
チ
ノ
ス
）

　
読
ん
で
字
の
ご
と
く
蜂
の
巣
の
よ
う

な
ひ
だ
が
特
徴
で
す
。
ポ
ン
プ
の
よ
う

な
収
縮
を
繰
り
返
し
、ル
ー
メ
ン
で
は
消

化
し
づ
ら
い
食
物
を
食
道
や
口
ま
で
押

し
戻
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。
口
ま
で
押

し
戻
さ
れ
た
食
物
は
ゆ
っ
く
り
か
み
直

さ
れ
、葉
状
胃（
第
３
胃
）へ
行
き
ま
す
。

３
　
第
３
胃
「
葉よ

う

状じ
ょ
う

胃
」（
セ
ン
マ
イ
）

　
葉
が
何
枚
に
も
重
な
っ
た
よ
う
な
ひ

だ
の
あ
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ひ
だ
が
食
物
を
選
別
し
な
が
ら
す
り

つ
ぶ
し
、
消
化
し
や
す
く
な
っ
た
も
の

を
第
４
胃
へ
送
り
、
ま
だ
大
き
い
状
態

の
も
の
は
蜂
巣
胃
（
第
２
胃
）
へ
戻
す

役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
１
、
２

胃
と
異
な
り
、
水
分
や
栄
養
を
吸
収
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

４
　
第
４
胃
「
し
わ
胃
」（
ギ
ア
ラ
）

　
人
間
の
胃
に
一
番
近
い
機
能
を
持
ち

な
ぜ
、
牛
の
胃
は
４
つ
も
あ
る
の
？

ま め
知 識

調
査
情
報
部

資料：子どもの食育（牛乳・乳製品編）牛の胃のひみつ（農林水産省）
（https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/learn/power07.html）を加工して作成
写真出典：「畜産シリーズ ５　酪農 １」農山漁村文化協会

ま
す
。
胃
液
を
分
泌
す
る

こ
と
に
よ
り
最
終
的
に
食

物
を
消
化
し
ま
す
。
成
牛

の
し
わ
胃
の
体
積
は
胃
全

体
の
１０
％
以
下
で
す
が
、

母
乳
を
飲
む
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
牛
で
は
胃
全
体

の
７０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
反
す
う

動
物
は
、
第
１
～
３
胃
が

人
間
の
食
道
に
近
い
役
割

を
果
た
し
、
第
４
胃
で
消

化
・
吸
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
第
１
～
３
胃
で
反
す

う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
胃

や
腸
内
に
い
る
微
生
物
を

増
や
し
て
、
飼
料
の
繊
維

成
分
を
容
易
に
消
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

葉のようなひだ
が見られます

内壁がハチの
巣のように見
えます

内壁には多数
のじゅう毛が
あります

人間の胃と
ほぼ同じ働き
をします

第1胃

第２胃

第３胃

第４胃
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　トップインタビューでは、奄美群島を所管する鹿児島
県大島支庁の印南支庁長にお話を伺いました。世界自然
遺産登録に関する報道などをきっかけに、奄美群島に興
味を持たれた方もいらっしゃるかと思います。奄美群島
では、さとうきびと肉用牛や野菜などとの複合経営が盛
んで、各島の特産品を活かした加工品の生産なども進め
られています。まずは、農畜産物から奄美群島の魅力を
味わってみてはいかがでしょうか。
　まめ知識では、牛の胃が４つあるという話題をご紹介
しました。alic の HPでは、このほかにもお子様の学習な
どに役立てていただけるような農畜産物に関するパネル
などを掲載しています。ぜひご覧ください。

ご感想ご意見をお待ちしています！
　今月の広報誌「alic」のご感想や今後取り上げたらよい
と思われるテーマなどに関するご意見について、ぜひお
聞かせください。下記リンクよりご回答いただけます。
　広報誌「alic」アンケートフォーム｜農畜産業振興機構

編集部から

次号は2021年12月１日発行です。
掲載予定
〇第一線から「地域に根差したブランド野菜
　『国府白菜』（群馬県高崎市）」
〇寄稿「新しい生活様式の悩みを解消する食習慣」
〇REPORT「世界各国の食肉代替食品の消費動向」
※タイトルなどを変更する可能性がありますので、ご了承ください。

alic
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原則毎月10日（砂糖類・でん粉）
と25日（畜産、野菜）の配信です。
詳細はこちらをご覧ください。

情報誌のメールマガジンに広告を掲載してみませんか？
セミナーのご案内など貴社のPRに是非ご活用ください！
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